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【施設効果事例】 由比地区地すべり対策事業（静岡県静岡市清水区）

ゆ い

事象発生日：令和６年８月２２日～３１日
降雨状況 ：時間最大雨量40.5㎜ (8月22日20時～21時）

※サッタ峠雨量観測所
 ゆい にしくらさわ

箇 所 ：静岡県静岡市清水区由比西倉沢
状 況 ：台風第10号の大雨により時間雨量40.5mmを観

測したが、地下水排除工（横ボーリング・集
水井）を中心とした抑制工により、地すべり
ブロック内の地下水位の上昇を抑え、地すべ
り活動の抑制に効果を発揮。

静岡県

静岡市

山梨県

長野県

愛知県

由比地区

地すべり

JR東海道本線

国道１号

東名高速道路

集水井の排水状況 排水トンネルの排水状況

H19（排水工着手前）の地下水位に比べ
R６（排水工着手後）台風時の地下水位は
約13mの地下水上昇を抑制

平成19年
(時間雨量
29.5mm/h)

令和6年台風10号
(時間雨量40.5mm/h)

令和6年台風10号
(連続雨量877.5mm)

平成19年
(GL-25.4m)

令和6年台風10号(GL-38.1m)

地下水の上昇を
約1３m抑制

平成19年
(連続雨量307mm)

無降雨時の地下水を約３m低下
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高

低

※雨量状況・地下水位については、 速報値であるため、変更の可能性があります。

孔内水位計A1-1サッタ峠雨量観測所
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